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研究成果の概要（和文）：捕食性のキイカブリダニは、他個体の卵よりも自分の卵を捕食者から守ることが明ら
かになった。また、姉妹であるキイカブリダニ雌成虫2個体を卵を捕食するミヤコカブリダニやミカンキイロア
ザミウマと一緒に繁殖させた場合、非姉妹2個体の場合よりも子孫の個体数が多かった。姉妹が卵のそばにいる
時間は非姉妹2個体よりも長かったため、姉妹による卵の共同保護が示唆された。キイカブリダニを同じ母親か
ら生まれた場合とそうでない場合について上記と同様に集団で維持した結果、予測に反して各動物種の個体数に
違いはなかった。生物群集の共存には捕食者個体間の遺伝的的違いに加え、捕食を弱める複数の要因に注目する
必要があると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The predatory mite, Gynaeseius liturivorus, better protected own eggs than 
eggs laid by other females. When two sisters of G. liturivorus were kept with Neoseiulus 
californicus and Frankliniella occidentalis that could feed on G. liturivorus eggs, their 
reproduction was higher than that of conspecific non-sisters. Sisters of G. liturivorus stayed close
 to the eggs longer than non-sisters, suggesting that G. liturivorus sisters protect own eggs 
against egg predators cooperatively. When two groups of kin or non-kin G. liturivorus was kept with 
N. californicus and F. occidentalis separately, there was no difference in the abundance of each 
animal species. This study emphasize the importance of other factors that weaken the strength of 
predation on the coexistence of a community besides genetic variations among predator individuals.  
  

研究分野：行動生態学

キーワード： 捕食者ー被食者間相互作用　血縁認識　捕食回避行動　ギルド内捕食　母性効果

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、キイカブリダニが他個体の卵よりも自分の卵を守ること、同じ餌を利用する捕食者（ギルド内捕食
者）ミヤコカブリダニが存在する状況では姉妹で助け合って繁殖することを明らかにした。一般に同じ餌を利用
し互いを捕食し合う生物種の共存は難しいことが先行研究で示されているが、本研究の結果は捕食を弱めること
で両者の共存につながるメカニズムとして重要であると考えられる。一方、キイカブリダニは農業害虫のアザミ
ウマ類の天敵としても注目されており、本研究の成果は、キイカブリダニ集団内の遺伝的な違いの低さが農業現
場で高い増殖率を実現する上で有利に働く可能性を示すものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

捕食者―被食者の関係は、食物網を形成する主要な相互作用である。被食者の遺伝的変異は、

捕食者や生物群集に大きな影響を及ぼすことが知られている(Hughes et al. 2008; Poelman et 

al. 2008)。被食者に加え、捕食者の遺伝的変異を検証して初めて両者の相互作用が食物網に及

ぼす影響を明らかにすることが出来る。 

生物群集の共存は、捕食が弱まることで促進されることが理論的に予測されている(McCann et 

al. 1998)。卵や幼体の生存には親による産卵場所選択や子の保護が重要でなる。親は無関係な

子よりも血縁関係のある子に世話をすべきである(Hamilton 1964)。研究代表者らは、キイカブ

リダニ雌成虫が卵をギルド内捕食から保護すること(Saitoh and Choh 2018a)、血縁認識能力を

もつこと(Saitoh and Choh 2018b)を明らかにしていた。集団で生活する動物種では、遺伝的変

異が小さい(血縁関係のある)集団の方が親による子の保護にとって有利だと考えられるものの、

この視点から生物群集の共存機構の解明を試みた研究はなかった。 
 
２．研究の目的 

捕食者が他種捕食者と負の影響を及ぼし合いながら共存することは、被食者の捕食リスクを下

げる可能性がある。そこで、『地球上にはなぜ多くの生物種が共存しているのか？』という問い

に答えるべく、捕食者の遺伝的変異に注目して研究を遂行する。本研究では、捕食者の遺伝的変

異が生物群集に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。実験材料として、捕食者にキイカ

ブリダニ（以下、キイ）、ミヤコカブリダニ（以下、ミヤコ）、被食者にミカンキイロアザミウマ

（以下、アザミウマ）を用い、(1)ミヤコからの卵保護にキイ雌成虫と卵の血縁関係が及ぼす影

響、(2)複数のキイ個体による卵保護に個体間の血縁関係が及ぼす影響、(3)キイ集団内の遺伝的

変異が生物群集に及ぼす影響、の 3点について検証を行った。 

 
３．研究の方法 
(1)ミヤコからの卵保護にキイ雌成虫と卵の血縁関係が及ぼす影響 

インゲンの葉片(直径 2cm)にキイが産卵したプラスチック片(直径 6mm)とその母親、または異

なる雌成虫 1個体をアザミウマ 1齢幼虫 20個体とミヤコ幼虫 5個体とともに導入した。24 時間

後、キイの卵およびミヤコおよびアザミウマの生存個体数を計測した。対照区として、ミヤコを

導入しなかった場合について同じ実験を繰り返した。また、卵との血縁関係をどのようにして識

別するのか、その手がかりについても検証した。 

 
(2)複数のキイ個体による卵保護に個体間の血縁関係が及ぼす影響 

アザミウマ 1 齢幼虫 30 個体とミヤコ幼虫 5 個体を接種したインゲン葉片(直径 3cm)上に、プ

ラスチック片(直径 6mm)とキイ雌成虫 2個体（姉妹または非姉妹）を導入した。24 時間後、キイ

の産卵数、ミヤコおよびアザミウマの生存個体数を計測した。対照区として、ミヤコを導入しな

い場合について同じ実験を繰り返した。また、ビデオカメラを用いキイ雌成虫が卵のそばにいる

時間を計測し、2個体の血縁関係で比較した。 

 

(3)キイ集団内の遺伝的変異が生物群集に及ぼす影響 

アザミウマ（成虫 5個体、1齢幼虫 50個体、2齢幼虫 30 個体）を接種したインゲンの葉片(直

径 5cm)に、姉妹関係にあるキイ雌成虫 5 個体または姉妹でない雌成虫 5 個体をミヤコ雌成虫 5

個体とともに接種し、72時間後の各動物種の個体数を計測した。 



 

４．研究成果 

(1)キイ雌成虫が、ミヤコから卵を守る際に、自分の卵と他個体が産んだ卵で違いがあるかどう

かを調べた。その結果、自分の卵に対しては捕食者から守るのに対して、他個体の卵に対しては

守らないことが明らかになった(図 1、Saitoh et al. 2021)。 

 

(2)キイ雌成虫が何を手がかりにし

て自分の卵と他個体の卵を識別す

るのかを調べた。卵から放出される

揮発性物質を利用して血縁関係を

認識し、産卵場所を選択しているこ

とが示された (Saitoh et al. 

2020)。動物が卵の放出する揮発性

物質の違いによって血縁関係を認

識し産卵を変化させることを示し

たのは、本研究が世界で初めての報

告である。 

 

(3)キイ姉妹および非姉妹雌成虫 2個体の繁殖について、ミヤコの存在する状況と存在しない状

況で調べた。その結果、キイの卵はミヤコによって捕食されるものの、姉妹の繁殖率は非姉妹よ

りも高かった。キイ姉妹は非姉妹よりも産卵場所に長時間とどまり、キイは姉妹で助け合って捕

食者から卵を保護することが示された(図 2)。これは、捕食者集団の遺伝的変異が小さいことで、

その子孫の生存が高まることを示す新規な発見である。 

 

(4)キイの姉妹および非姉妹成虫 2 個体の繁殖を、餌でありか

つ卵捕食者であるアザミウマの齢期に注目し、ミヤコの存在し

ない状況で調べた。卵を捕食しない齢期として蛹、多く卵を捕

食する齢期として 2齢、その中間の齢期として 1齢を用いた。

結果、アザミウマ 2齢幼虫の存在下ではキイ非姉妹よりも姉妹

の繁殖が高く、その他の齢では違いがなかった。これは、キイ

の姉妹はアザミウマによる卵捕食の危険が高い場合のみ、助け

合って卵を保護することを示唆する結果である。 

 

(5)アザミウマおよびミヤコの存在下でキイ姉妹および非姉妹

を維持することで、これらの種の共存を調べた。その結果、各

種においてもキイ雌成虫の血縁関係による個体数の違いはみ

られなかった。これは、当初の仮説を支持するものではなかった。卵に対する捕食を弱める要因

には、避難場所となる構造物の存在も重要な役割を果たすことが先行研究で示されている。本研

究では、複数個体導入したキイに r対する産卵スペースが不十分だったために、当初予測してい

た結果が得られなかったのかもしれない。避難場所だけでなく卵に対する捕食を弱める複数の

要因にも注目することで、種の共存機構の解明につながることが期待される。 
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